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新 しい南極
横 川 和 夫
昨 年11月10Uから5週 間,マ ク マー ド基 地 と ス コ　tt　ト
基 地 を足 場 に ドラ イ バ レー,極 点.そ して|i本人 と して
初 め て エ ル ズ ワー ス 山脈 とサ イ プル 基 地 に 飛 ん で きた,
共 同通 信 と してはH本 極 点 旅 行 隊 の 取 材 い らい5年 ぷ り
の"南 極取 材"だ っ た が 「新 しい南 極 」 は 大 き く息 づ い
て い た.
こ の1月g日 に 落 成 式 を行 った 新極 点基 地 の中 心 部 は
高 さ16m,直 経50mの'h球 ドー ム.そ の中 に 居IE棟,観
測 棟 な どが は い っ て い る.サ イ フ ル基 地 も カマ ボ コ 甲互の
ス チー ル 製 建 物 の 中 に燃 料 タ ン ク,居 住 棟 が収 容 さ れ て
い る二 重 構造.こ の"二 軍構 造"が 米[11基地 の 最 新 流 行
と云 えそ うだ.
驚 い た の は 基地 の サ ポー ト隊 が パ レッ ト,サ イフ ル基
地 は 昨 年 まで に,そ して 南 柏;点基地 では 今Fドか ら海 軍 か
ら民 間 会 社の 「ホ ルム ズ ・ナ ー バ ー 社」 に 切 り替 え られ
た こ と.医 師 も コ.ク も同 社 の 祉 ほ で,将 来は 米海 軍 の
役 割 は 輸 送 任務 だ け に 限定 され そ うな雰 囲 気 だ っ た.
女 性 の 進 出 もilざま しい.マ ク マー ド基地 で は 女性 科
学 者 のほ か,?}iい女 性 炊'拝婦2人."/イ ヒ ス ト2人,婦
ノ＼兵3人,ス コ ッ ト基 地 で は 女性 図lll.1:が;['季期 間 働い
てい た.ギ ャ ロ ワ ・オー ス トラ リア南 極 局 長 も 「わ れ わ
れ も 日 ド検討 中 だ.」 と 云 い,　HJf和基地 や 「ふ じ」 に も
女性 用 トイ レを設 置 す る時 代 が ま もな くや って くる か も
しれ ない.
米[司が 誇 る マ ク マ ー ド基 地 の 原 子 力 発 電 が1973{ド1月
か ら運 転 中 止,3年 が か りで 全 部撤 去 す るそ うだ.直 接
の 原 因は パ イ フ部 分 の応 力腐 食 だ が,米 国 側 に ヒる と原
子 力発 電 の維 持管 理 に は26人も の ノ、間 が 必 要な ど小 型 原
子 炉 は コ ス ト高 で ペ イ しな い とい う.し か し最 初 か ら コ
ス トは 無 関 係 だ った は ず で,米 軍 」`費の 削減,そ して原
子炉 の安 全性 の 問 題 な ども撤 去 の背 景 に あ りそ うだ.
サ イ ブ ル基 地 の 夏 隣 に は17歳と19歳の テ ィー ンエ ー ジ
1・一 が2人 い た.ド ラ イ バ レー の環 境 破壊 を監 視 して い
る生 物 研 究 者3人 は いづ れ も22～3歳.と に か く米 国,
二.、一 ジー ラ ン ド隊 は 打 い.
新 極 点 某 地 の ドー ム の ドで,英,米,ノ ル ウ ェ ー,3
国 の 雪氷 学 者 た ち が最 新 鋭 機 械 を使 っ て100mの 穴 をあ
け雪 氷 を採 取 して い る の に 出 合 っ た が そ の中 に 日 本 人が
い な か った の が ち にと さび しか っ た.
日本 の 南 極 観 測 も昭 和ノ失地 だ けに 限 定 せ ず,若 い 研 究
者 を これ まで 以Eに どん どん 外 国基 地 に 派遣 して国 際 共
同研 究 を推 進 すべ きだ と感i'た.そ の た めに は[11際的 視
野 に,t'二っ て研 究 で き る 呂:い人た ちの 養 成 が必 要 だ し.大
胆 な 発 想 をい だ くハ:い南 極研 究 者 の 出現 が望 ま れ る.
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南 極 観 測 隊 便 り
一 第15次越冬 隊の近況一
極 地 研 ニ ュ ー ス
「昭 和基 地 」 も12月に 人 れ ば,も う 日本 の 冬 よ り よほ
ど暖 か い.天 候 に 比1陵的 恵 まれ た1974年の南 極 の 初 夏
は,12月 上 旬 の'F均気 温 は0.3℃と平 年 よ り3.1℃も高 か
った よ うだ.又12月 の最.}'ii気温 は7.0℃,最 低 気温 は －
Z9℃ そ して 月 平 均 気 温 は 一〇.8℃,雪解 け の水 の 流れ が
残 雪 に 映 え,そ れ は そ れ は の どか な こ とだ.
環 境 科 学班 は 最 後 の追 込 み に と,連 日ペ ンギ ンル ッカ
リー に つ め か け 興 味 津 津 の ペ ン ギ ンの 生 態 観察 を 続 け
た.海 洋 生 物 採 取 とい え ば もっ とも ら しい が,"釣 人"が
岸 辺 に氷 緑 に南 極 の夏 を 楽 しん だ.
「
10月以 来 内陸 調 査隊 は,昭 和基 地 の南 東 に 南 西 に 広 く
展 開 され て い た.「 や ま と山 脈」 付 近 で地 質 調 査,明 石
の 採 集 を行 って い た や ま と隊 は,限 石 と思 わ れ る 多数 の
岩 石 を拾 い まわ っ た と言 う.因 み に 今迄 に 全 世 界 で 採 収
さ れ た 順 石は3,000個1と 言 われ るが,こ れ は 大 変 な 成
果 と言 うべ きで あ る.又 「み ずほ 観 測拠 点 」 か ら南 進 し
て み ず ほ 高原 の雪 氷 調 査 を実 施 した 「Y」 旅 行 隊 は,S
77°,E48°の 地 点 まで 足 跡 を延 した,返 す 刀 で 「サ ン
ダ ー コ ック ・ヌ ナ ター ク」 に 向 った と ころ が,「 好 事魔
多 し」 と言 うか,Xマ ス イ プに は 思 わ ぬ 事 故 に 遭遇 し,
東 京 の わ れわ れ を冷 や りと させ た の で あ る.氷 原 に 「霧
岳 」 の 岩峰 が 望 見 で き るS69°09',E50°14',高度.1850
mを 超 え るサ ン ダ ー コ ッ ク地域 の ク レバ ス帯 に差 し掛 か
っ た の は12月24日の 夕刻 で あ っ た.1m余 りの積 雪 に 覆
わ れ て い た ク レバ スに 大 型 雪 上 車KD607は,1突 如 右 に
45度傾 き,左 の キ ャタ ピラ を ク レバ スの ふ ち に:引っ掛
げ,あ や う く転 落 を まぬ が れた もの の 進 退 の 自由 を失 な
っ た.幅3m,深 さ15mのク レパ スが雪 上 車 の 下 に 恐 ろ
しい 口 を開 い て い た の で あ る.
同 行 して い た小 型 雪 上 車23号車 か ら発 信 され た 緊急 通
信 に よ り,昭 和 基 地 の 村 越 隊 長 は 直 ちに 救援 態 勢 を ひ い
た.即 ち,や ま と山 脈,「 み ず ほ」,そ して 「Fl6」に
あ っ た大 型 雪 上 車 を総 動 員 して 現 場 に急 行 し,引 き上 げ
に 全 力 を挙 げ る準 備 に 入 っ たの で あ る.し か し,現 場 で
は 渡 辺 旅 行 隊 長 の指 揮 の も とに 雪 上 車 の 傾 きを直 し,ク
レパ ス を埋 め雪 面 を強 化 す る こ と24時間.ク レバ ス脱 出
工 作 の努 力 は み ご とに 自力脱 出 を成 功 さ せ た の で あ る.
しか し,附 近 の 氷 状 は 我 に くみ せ ず11次隊 が 残 した標 識
の大 部 分 は 雪 に 埋 り発 見 で きず,サ ンダ ー コ ッ ク隊 の 目
的 で あ る氷 河 の 流 動 再 測 定 は 断 念 せ ざる を得 な か っ た.
一 方 み ず ほ で は ,氷 の サ ンプ ル 採集 の た め ボ ー リ ング
を 続 け て きた が,機 械 の トラブ ル が 多 く作 業 はな か な か
予定 どお りに は進 まな か っ たが,1月6日 まで に 掘 削 は
約100　rnlc達した.
15次航では砕氷前進の真似ごとをすることもな く,す
るすると大晦Hに は定着氷縁に着いたのだったが,16次
航では年の暮から氷の海をえっさえっさと押 し分げて,
航空輸送拠点には年が明けて到達 した.直 ちに輸送,建
設作業に入った16次隊は,新鋭のポーリング班を10日に
はみずほに送 りこみ本格的なポーリングが開始された.
``あてごとと揮は向うか ら外れる"と もい うが,順調に
経過 していたみずほの作業は,思はぬ伏兵でお手Lげ と
なって しまった.1月30[lf,ボーリング機械の故障により
掘削は146mに止まり,夏なお寒い氷原で復旧作業に全
力をあげ成功 したかに見えた1月29日,発電機の トラブ
ルのダブルパンチをうけたのであった,幸に人員には何
の被害 もな く,みずほ観測拠点を閉鎖 したポーリング班
は,1月 中旬には昭和基地へ帰って来たやまと隊 とサン
ダーコック隊を追って,2月5H氷原の基地を後に した.
この間,昭 和基地においては観測を順調に継続するか
たわら,持ち帰 りの物品の整理,送 信棟の建設の準備な
ど,16次隊の受入れに全力を挙げてきた.又航空機によ
る観測は11月に引き続いて航空磁気測量を行い,18コー
スを消化 し1月.ヒ旬には機体整備の うえ16次隊に引き継
ぎを終了 した.
長 くて短かい1年 を昭和基地で過ごした15次越 冬隊
は,予 定 した作業をどうやら終了し2月12日全員元気で
ふ じに収容され,芳 醇なワインと美 くしい緑が待つケー
プタウンへと向い,3月19日には陽春の東京国際空港に
帰国の予定である.
一算16次隊の近況一
昨F・11月25日午前11時に,第16次観測隊(星 合孝男隊
長以下40名)と,オブザーバー2名(環 境庁渡辺忠明,
運輸省小林佑規)を 乗せて,秋 晴れの晴海埠頭から多勢
の見送 りをうけ出港 した 「ふ じ」は,順調な航海を続け
12月11Uオース トラリアのフリーマントルに錨をおろし
た.61」間滞在 したふ じは12月16日,先にニュージラ
ンド,オース トラリア等の南極観測事業を視察 した富山
哲夫本部委員を乗せ,暴風圏の待つ南極圏へと向った.
これからがいよいよ本番である.暴風圏を無事 くぐりぬ
け,12月29臼には氷海に到達することができた.
氷海に進入 したふ じは,12月25日か ら26日にかげての
ブリザー ドにより,海氷に約60CUほどの新雪が積ったた
め前進をはばまれ約600回にもわたるチャージングを繰
り返 し悪戦苦闘の末,よ うや く年が明けた1月3日 に,
昭和基地北方約67㎞地点の定着氷縁に接岸 した.翌4日
に第15次越冬隊(村 越望隊長以下30名)が,今 日か明日
かと一番機の飛来を待っている昭和基地へ,家族からの
手紙や生鮮食料を積んだヘリコプターが飛んだのは昨年
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より3日遅れであった.
1月6日 からは,本 格的な物資の輸送が開始され.観
測器材をは じめ新送信棟,KC20型雪上車.SM15型浮
上雪上車,食 糧および油類等約500tの輸送を1月28日
に完了した.こ れと並行 して行われていたア ンテ ナ 島
(昭和基地の北側)に 建設される新送信棟(72紛 の工
事も順調に進み,第15次隊員の協力により1月18日には
完成 した.
一方,環境科学観測の一環として行われる生物調査の
ため,中西哲,大 野正夫,清 水寛厚,陶 正史隊員は山中
三男第15次隊員 と環境庁の渡辺忠明らと,1月13日から
1月20日までラングボブデ(昭 和基地の南約30㎞)に滞
在 し,露岩地帯における生物調査を行い,か な りの成果
をあげた.
また,み ずほ観測拠点で行われている深層掘削には,
雪氷担当の滝沢隆俊,黒 川武隊員が1月10日置第15次隊
と合流 し掘削を続け1月30日146mまで進んだ.
他に,海 洋担当隊員による海洋観測,測 地担当隊員に
よる宗谷海岸の地図作成のための トラバース測量等が行
われ,所 期の目的を達成することができた.
第16次越冬隊は,1月 下旬から2月上旬にかけて,第
15次越冬隊からの観測業務を引継ぎ,2月20日には正式
に第16次越冬隊が成立 した。夏PXIO名は富山本部委員お
よびオブザーバー2名 と,1年 の越冬生活を終えた第15
次越冬隊員らとふ じに戻 り,2月27日頃氷縁を離れ帰国
の途に着 く予定である.
ふ じは途中南アフリカのケープタウンに寄港 し,富山
本部委員と第15次越冬隊員と別れ,シ ンガポールを経て
家族の待つ4月20日東京港に帰 って くる予定である.
新送信棟
一 ドライバ レー掘削調 査の近況一
今年度(1974-75年}の掘削は,当 初マクマー ド湾の
海底堆積物を予定 していた.このために,海 氷上に掘削
機械を設置する必要があったが,昨 年秋の暴風のため湾
内の海氷が流失 し,計画に変更があった.そ のため,前
号で報告 したように,マ クマー ド湾に面 したニューハー
バー海岸で10月末か ら掘削が開始された.186mに達 し
たとき,海水 と思われる出水があり,掘削機械の故障が
予想されたので掘削を中止 した.
つぎの掘削地点はニューハーバーから西へ約4㎞ 内陸
へ入ったテイラー谷で,コ モンウエルス氷河の未端に当
る.こ こでは機械の故障のため予定より遅れたが,少 く
とも300mは掘 ることができた.
さらに同 じ谷を西へ入ったチャ ド湖畔で12月24日から
1月2日 までの間に185mの掘削に成功 した.続 いて1
月9日 から13日までテイラー谷の北のライ ト谷で掘削が
なされた.す なわち,昨 年度の掘削が不充分であった ド
ンファン池の再掘削で,約13mの湖底堆積物と6imの基
盤のコアを採取 した.こ のあと1月16日から19日にかけ
て北ライ ト谷で掘削をし,堆積物28m,基盤70mのコア
を採取 した.こ れで今年度の掘削は終了 したが,マ クマ
ー ド湾内の掘削をは じめ,ブ ラック島,ロ ス島などの掘
削は来年廻 しとなった.
10月15日に出発 した西山孝,加 藤喜久雄両 隊 員 の う
ち,加藤隊員は予定通 り12月19日に帰国 した.西山隊員
はマクマー ド基地の地球科学実験室にある日本製のX線
回折装置などを使った鉱物研究 と,掘削地の地質調査を
続けている.倉沢一隊員は昨年に引き続きコアの現地で
の解析 と地球化学の研究,神沼克伊隊員は地震,地 球物
理の研究に専念 している.一方,鳥 居鉄也,和 栗修の両
名はパンダ湖,ポ ニイ湖,ド ンファン湖などの湖水の地
球化学,細 菌生物学などの研究を行い,1月 中旬にはほ
ぼ終了した.(1月23日現在までの現地からの連絡等に
よる).
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陽石研究の宝庫〃 ミやまと山脈ミ
昨年11月末より12月末まで約1ヵ 月にわたり.昭和基
地より南々西300㎞にある 「やまと山脈」(標高2,000～
2,400m)地域で地質調査とともに隅石調査を行ってきた
第15次南極地域観測隊のやまと山脈調査隊(金 子信吾隊
員以下4名)は,1月17日全員元気に昭和基地に帰投 し
た.村 越隊長からの連絡によると同様が発見,採集 した
陽石と思われる岩石はかなり多数におよぶとい う.
やまと山脈におげる明石調査の発端は,昭 和44年12月
第10次観測隊が偶然同山脈南側山麓附近の氷上で9個 の
阻石を発見 し,日本内地に持帰ったことに始まる.こ の
限石試料は 「やまと明石」 と命名され,そ の科学的分析
の結果は逐次国際学会で発表された.こ れまで南極大陸
内で発見された明石は1912年にフランス隊が1個 を採集
してからこれまで合計6個 しか発見されておらず,こ の
研究結果の報告は国際的に大きな反響を呼んだ.
その後,昭 和48年12月やまと山脈の調査を行っていた
第14次観測隊は,ほ ぼ同 じ地域で新 らたに11個の阻石を
採集 した.こ の新 しい試料は現在国内において分析中で
ある.
今まで日本内地で採集されて,明石であると確認され
た試料の総数は,わ ずかに27個にす.ぎないとさ れ てい
る.この過去2回 にわたるやまと山脈調査隊が合計20個
を採集 したことは,極 めて特異なことで,我 が国の宇宙
科学界に対す.る大きな寄与 といえる.し かし,この2回
の採集は雪氷,地 質等の調査の際偶然発見さ れ た もの
で,よ り多くの試料を得るために同地域におげる陽石の
組織的探査が強 く望まれた.こ のような事情のもとに第
15次隊のやまと山脈調査においては,地 質学,地 理学的
調査とともに 「やまと明石の組織的探査 と採集」が重点
的に行われたものである.
この調査隊は第10次隊及び第14次隊が多くの限石を発
ユ ー ス
見 した地点にキャンプを張 り9㎞四方の範囲を第1調査
域とし,その区域内での組織的な探査が行われ,そ の結
果合計82個の隅石試料を採集することができた.こ れら
はいずれも氷面上に分布 していたもので,そ のうちには
直経10㎝以上のもの5個 が含まれ,最 も大きい隅石は直
経約20㎝,重量4㎏ に達 し,かぼちゃ型で原形をよくと
どめていると言 う.第10次隊及び第14次隊が採集 した明
石試料はそれぞれ種 々の異なった成分であったので,1
つの大 きな鳴石が破裂して小片の群とな り(いわゆる明
石シャワー現象)や まと山脈附近に降 り注いだ結果であ
るとは考えられず,む しろ広範囲の面積の うちに落下 し
た明石が氷床の移動に困って,や まと山脈に集中 した結
果であろうと推論されていた.しか し今回の調査結果に
よるとわずか50エn四方の狭い区域内に17個の明石が分布
していることから,も しこの17個の贋石試料が全て同一
成分のものであるならば,や まと山脈南麓上空で明石 シ
ャワーがおこった可能性もあり,今後の科学的分析の結
果が待たれる.
また,こ れらはすべて氷上に散在 していたため,土 壌
中に埋没 していて採集された他の隅石試料 と異な り化学
変化による損傷が非常に少な く,極めて貴重な試料であ
る.
なおやまと山脈調査隊は,調 査地域を移動 して採集を
続け.最 終的には調査日数17日間であったと報告 してき
た.
これらの試料は全て当研究所に集められ,明石である
ことを確認するための予備分析を終えたのち,国内及び
国外の研究者の研究用に広 く提供される予定であるが,
すでに限看研究で著名な米国ス ミソニアン博物館等から
試料交換の申し出がきている,
なお,や まと山脈における明石調査は,第16次南極地
域観測隊においても地質等の調査 とともに続ける予定で
あ り,その成果が期待される.
やまと山脈 やまと限石
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南極に コケのじゅうたん
一コケ群落を中心とした生態系を解明一
「昭和基地」を視察中の富山哲夫本部委員か ら,ラ ン
グボブデ地域の陸上植生の群落生態学的研究調査状況に
ついて,次 のとおり視察報告をしてきた.
ここ南極は夏の真盛 りで露岩地帯は残雪がとけて,沢
のせせらぎの音が聞える夏山の風景である.
さて,昭和基地から南25㎞にラングホブデとい う大き
な露岩地帯があって,夏は地面の温度や湿度が,厚 い氷
に覆われた大陸 とはまったく違っているので,こ こでの
生物の生活の営みは,わ れわれの興味をそそるものがあ
る.そ こで星合第16次観測隊長は1月13日,この場所に
苔,地 衣,水生生物,水 質環境の専門家からなる中西哲
隊員をリーダーとする5名の調査チームを送 り,7日間
にわたりラングボブデの南部を徹底的に調査 した.
その結果,昭 和基地附近に産するナガバナンキ ョクマ
ゴケ,ギ ンゴケ,ム ラサキヤネゴケの3種の苔の生態に
ついて,土壌中の水分の多少によってそれぞれの樋(し
ゆ)が住みわけて分布 しているとい う新 しい事実があき
らかになった.ま た,興味深いことには,苔 は雪の吹き
だまりのある場所 とか,夏 には沢となる附近だけに見当
り,夏の期間を通 じて,適 当な水分供給の有無が苔の分
布を決定 している.
ここの沢(雪 鳥沢)の 苔や,地 衣等の植生は,広 い じ
ゅうたんを敷きつめたようで,南 極では珍 しく見事なも
ので,そ こにはダニ等の微少動物も生活 しているので各
分野の研究者が総合的に研究できる貴重な場所,つ まり
「科学的に興味ある保護地区」として指定 してはとの意
見もでている.さ らに,湖 水や沢の水質は低温のため,
栄養的に貧弱ではないかと思われたが,相 当量のプラン
ク トン,ランソウ類の生産があり,生物を支える栄養分
をかなり持っていることがわかった.そ して窒素を好む
苔類の多いのはなぜかということについても,解明の手
がかりが得 られそうである.
これらの成果は,日 本隊として環境科学の分野の研究
者がは じめてチームを組んで南極の生態系にメスを入れ
て得られたもので,今後はこのように,あ らか じめ研究
チームを組織 し,数年にわたって研究調査の計画をたて
実施することが望ま しい.とい うのは広い南極大陸 をと
りまく各国基地の研究者の国際協力によって,地球上の
極限の生物の姿を浮き彫 りにすることによって,人間を
とりまく生物環境を解明することになるからである.
南
極
大`.陸
:.氷
.河
「
「
幽.
」・1・'・'Ltlt.悶;
外国観測隊に参加 して
昨年11月19日の真夜中,い や20日になっていたか,二
=一ジラン ドのポート・リトル トンでANARE　 (オ_
ス トラリア南極観測隊)が デンマークの船会社からチャ
ーターした砕氷船.「ネラ ・ダン」に始めてお目にかかる.
「何 と小さな船だろう.こんな船で大丈夫な の だ ろ う
か」 とい うのが第一印象であった.私はここから亜南極
圏にある孤島,マ ックォーリ一高(S54.5°)へ行 き,
メルボルンに戻った後再びこの船で南極大陸にある 「モ
ーソン」 と 「デー ピス」の2つ の基地を訪れることにな
っていた.メ ルボル ンで南極局の次長であるスタイルス
氏が意地悪そうな目つきをして,「血ヘ ドを吐 くゾ/J
と驚かされていたのでなおさら心細くなった.船 といえ
ばこれまで青函連絡船に乗ったぐらいのものだから……
マックォーリ一風は19世紀の始めアザラシの狩猟船に
よって発見され,こ の島に繁殖 していたアザラシはまた
たく間に取 り尽され,そ の後今世紀の始めモーソンの探
検隊が上陸するまでこの島を訪れるものはま れ で あ っ
た,
1948年3月にANAREの 基地がこの島に建設されて
以来現在までずっと維持され各種の調査研究が行われて
いる.南極大陸に比べてはるかに温暖な気候のためさま
ざまな動植物が棲息 し,また完全に孤立 した島であるの
で生物の分布の問題も興味がもたれ広 く研究 され てい
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る,い っ た ん 絶滅 しか け た ア ザ ラ シもそ の 後 狩 猟 を禁 止
した り,ま た この 島 全体 を自 然 保 護 区 に 指定 した り した
ため 元 に 復 しつ つ あ る.こ の 島 に 繁 殖 す る ア ザ ラ シや 人
形 の海 鳥 な どに 標 識 を付 け,長 期 に わ た る 群 集 生 態 学 的
研 究 は 現 在 も続 け られ てい る.
例 年 こ の基 地 への 物 資 の補 給 は 約1週 間 か け て 行 わ れ
る が,今 年 は ネ ラ ・ダ ン の回 航 が 遅 れ た た め1日 しか 滞
在 で きず,ゆ っ く りこ の 島 を見 学 で きな か っ たの は 残 念
で あ る.
12月7日 メ ル ボ ル ンで再 び乗 船 す る.先 の航 海 で 船 に
は い く らか 自 信 が つ い た ので 以 前 の よ うな 心1細 さ は な
い.南 極 本 部 委 員 の富 山先 生 と総 領 事 とが ネ ラダ ンの 見
学 に 来 られ た の で船 内 を案 内 す る.今 度 の 航 海 は3つ の
パ ー テ ィか ら成 る総 勢54名と前 の とき の倍 の人 数 が 乗 り
込 ん で い る.私 は烏 の本 を買 い込 み船 か ら兄 られ る鳥 の
名 前 を調 べ な が らの船 旅 と きめ る.途 中 最 初 の氷 山 は14
日,S61.5°あ た りで 兄 られ,最 初 に 肉眼 で 兄 られ る 日
時 を言 い あ て た 船 長 が 賞 金 をか っ さ らっ て しま っ た.
モ ウ ソ ン基 地 は1954年の開 設 以 来 ず っ と　ANAREが
各 種 の 調 査,観 測 を続 け て お り,ま た 内陸 調 査 の拠 点 と
して い る大 きな 基 地 で あ る.1966年には 琉 球 大 学 の木 崎
甲 子 郎 教 授 が この 基 地 で 越 冬 して雪 氷学 の研 究 を行 っ て
い る.船 は21日の 昼 ごろ 基地 か ら50マイ ル沖 の氷 縁 に着
岸 した.小 型 の ヘ リコプ ター3機 と ポー タ ー と称 す る単
発 の 飛 行 機 とが 往 復 して 今 年 の越 冬隊 員 の うち今 度 の航
海 で 来 た13名を送 り込 み,昨 年 の隊 員は ほ とん ど基 地 に
と ど ま り次 の 航 海 で 引 き上 げ る こ とに な っ て い る.私 は
モ ー ソ ン基 地 に1泊 し,翌 日船 に戻 っ て そ の夜 の うち に
船 は エ ン ダー ビー ラ ン ドに 向 け て 出発 した.
12月24日エ ン ダ ー ビー ラ ン ド ・パ ー テ ィの 上陸 が始 ま
る.ほ ぼ酉 の 方 角 に陸 地 が見 え る が,距 離 は70マイ ル あ
るそ うだ.メ ル ボ ル ンで も色 々 と世 話 に な っ た生 物 学 者
の デ ィヴ ィ トは 最 初 の フ ライ トで 上陸 した.彼 は エ ンダ
ー ビー ラ ン ドで ダ ニの 類 を広 く採 集 して ま わ る とい っ て
い た.こ の パ ー テ ィの 主 な仕 事 は地 理 調 査 で,リ ー ダ ー
の マ ッキ ノ ンは 地理 の 専 門家 で隊 員 には デ イ ヴ ィ トの他
に5人 の 測 量 技 士,2人 ず つ の地 質 学者 と雪 氷 学 者,医
者1人 か ら成 り,こ れ に パ イ ロ ッ トと整 備士 が加 わ っ て
い る.飛 行 機 で モ ー ソ ン とベ ー ス ・キ ャ ンプ との間 を結
び,3機 の ヘ リコ プ ター の機 動 力 をい か して エ ンダ ー ビ
ー ラ ン ドを広 く調 査 して ま わ ろ う とい う計 画 で あ る.船
で ク リス マ スの ご馳 走 を食 い そ こ な っ た か わ い そ うな デ
イ ヴ ィ トで あ る が,メ ル ボ ル ン出航 の とき南 極 局 長 の ギ
ャ ロ ッ ド博 士 の挨 拶 に オ ー ス トラ リアに は な い ホ ワ イ ト
・ク リス マ ス を満 喫 す る よ うに とあ った が,彼 もエ ン ダ ー
ビー ラ ン ドの 氷 の 」Lで十分 に 味 わ って い る こ とだ ろ う.
昭 和50年の 元 旦 は大 揺 れ の船 の 中 で 明 げ た.30日 か ら
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悪化した天候は31,11.1と大荒れであった.そ れでも31
日の夜は夕食後普段隊員用の食堂に来たことのない船口
達も集まってきて隊員と一緒に飲みかつ歌っている.1
日の午前0時 になると 「螢の光」を歌って暖めたブ ドウ
酒で周囲の皆んなとグラスをふれさせて 「新年おめでと
う」とい う次第である.
デービス基地は400kniにも及ぶ広大な露岩地帯である
ヴェス トフォル ドヒルの一端にある小 じんまりとした基
地である.1957年に建設されたこの基地は1965年に一
時閉鎖されたが,1968年から再開され現 在 に 至って い
る.再開後も10人足らずの人数で越冬していたこの基地
も今年は15人が越冬することになっている.船は基地か
ら1㎞位の所に停泊 し,物資はここでLARCと 呼ばれ
る水陸両用車に移され陸 上げされる.
このヴェス トフォル ド・ヒルには大小無数の湖沼があ
り,それらの塩分濃度は露岩地帯の中心部にある海水の
8倍もあるものから大陸氷床の周辺部にある淡水のもの
までさまざまである.これらの湖沼の生物群集を研究す
る言.1'画がもちあが り,1973年以来2名 の生物学者が越冬
隊に加わりこれらの湖沼学的調査が開始された,今{Fは
床面が8角形の ドーム形をした生物学研究棟 が 新 築 さ
れ,今後長期にわたってこれらの研究が続けられること
になっているという.
(大山佳邦助手 生理生態学研究部門)
1月28日南 極大陸 に 日の丸
1月28Uは,白 瀬 廠(の ぶ)陸 軍 中 尉 に よ って,南 極
大 陸 に 日本 人 の足 跡 が初 めて しる され た 日で あ る.
白 瀬中 尉 を隊 長 とす る南 極 探 検 隊 総 員27人,う ち隊 長
以 下6人 に よる陸L隊 は,犬 矯 を あや つ り300余キ ロの
氷 原 を走 破 し,南極 大 陸 の一 角,南緯80°05',西fl156e37',
の ロス海 に 張 り出 した氷 だな の.ヒに 日の 丸 の 旗 を立 て,
こ の 見渡 す限 りの 大 雪 原 を 「大 和 雪 原 」と命 名 したの は,
明 治45年(1912年)1月28日で あ っ た.
南 極大 陸 へ の ア タ ックは,18世 紀 に は い って か ら 世
驚 躊 票㌧:㌘ ～}・
1772年か ら1775年に か
け て ク ック(イ ギ リス)
に よる南 極 圏 突破(南
緯71°10')の成 功 を手
は じめに,1911年12月
ア ム ンゼ ン隊(ノ ル ウ
ェ ー)が,つ づい て1
か月 遅 れ て ス コ ッ ト隊
(イギ リス)が 南 半 球
の地 軸 で あ る南 極 点 に 白瀬中尉
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到 達 しい て る,こ れ に 比 べ る と,白 癩 中尉 の ア タ ック は
ほ ぼ同 時 で あ りな が ら,南 極 のほ ん の 縁 りに と りつ い た
に す ぎ な い.し か し,204トン,18馬力,長 さ30m,3
本 マ ス トの機 帆 船 「関 南 丸 」 に よ る とい うハ ン デ キ ャ ッ
プ を考 え れ ば,大 変 な英 雄 的 行 動 とい え よ う.そ して大
任 を果 した関 南 丸 は このIF－の6月20日,そ の 勇 姿 を品 川
沖 に現 わ し,熱狂 的 歓 迎 を受 け た こ とは い うまで もな い.
因 み に,日 本 隊 に よ る南 極 点 到 達 は 第9次 南 極地 域 観
測 隊(隊 長村 山雅 美)が,昭 和43年(1968年)12月19日
に大 型 雪.ヒ車 を駆 使 し,昭 和基 地 を出発 して か ら83日目
に 到 達 して い る.
白癩 中 尉 の 生 家 は,秋 田 県 由 利 郡 金 浦(こ の う ら)町
の浄 蓮.3s:'とい う浄 土 真 宗 の 寺 で,文 久 元 年(1861年)3
月16日白癩 知 道 の 長 男 と して生 れ,6歳 の時,天 然 痘 を
患 っ た外 は 病 気 を知 らな い 頑 健 さで あ っ た が,昭 和21年
9月4日,愛 知 県 豊 田 市 に あ る娘 の 嫁 入 り先 で さび し く
永 眠 され た.享 年86歳で あ っ た.
金 浦 町 で は 毎 年1月28日 に は,町 をあ げ て の雪 中 行 進
の 行 事 を行 い 白 瀬 中尉 の 偉 業 をた た え しの ん で い る.
昭 和91F(1934年)9月5日 に は,金 浦 港 に あ る沖 の
島 公 園 に 中尉 の 偉 功碑 も建 て られ,ま た,2,3年 後 に
は 金浦 町 に 白瀬 記 念 館 を建 て た い とい う意 向 も伝 わ っ て
きて い る.
一般概況
第15次隊月例報告
〈49年11月 ・12月〉
関 南 丸
N　 、　 「　 M　 t"H'u-"°UhrifVtuw"V'.■一"la-rN.Vu.Loph.～
研 究 所 刊 行 物
南 極 資 料51号1974年12月
JARE　Data　Reports,　No.　26　(lonosphere)
　 Records　of　Radio　Aurora　at　Syowa　Statien,
Antarctica　n　1973　 January　1975
新 地 形 図 受 入 の お 知 らせ
日の 出岬1:25,0001974国 土 地 理院 発 行
ス カ ル プ ス ネ ス1:25,0001974国 土 地理 院 発 行
在 庫 が あ ります,ご 希 望 の 方 は,図 書 室 へ 申 し出下 さ い
基地は11月14白みずほ交替使が出発 し少人数とな り各
部門 とも忙が しかったが,12月4日には 交替使 も帰 投
し,天候にも恵まれ,第16次隊受け入れ準備も着々と進
み活気に満ちている,各仕事場の廃棄物処理,飯場棟,
管制棟の準備,ヘ リポー トの清掃等31日には,す ぺて完
了し,あとわずかな期間を残 し隊員は全員元気である.
観測報告
データー,ビ デオテープ等の整理,梱 包が始 め られ
た.気 象概況では11月初旬ブリザー ドで ドリフトは一段
と増 したものの,そ の後は天候に恵まれ11月の日照率75
%は今までの最高値であり雪解けを早めた.又,平 均雲
量も2.8と最小値であった.更に12月上 旬 の 平 均気温
0.3度は平年より3.1度も高かった.
区 分 ・・ 月1・2月
平 均 気 温
月 最 高 気 温
月 最 低 気 温
月 最 大 風 速
一5 .7℃]一 α8℃
7.0℃
-14.6℃
30.2m/s㏄
70℃
-7 .9℃
17.9m/sec
l
測 地 部 門 で は,11月26.27日,白瀬 氷 河 河 口,リ ンス
ト・ドイ ンゲ ン(5コ ー ス66枚),ル ンバ,オ ン グル カ ル
ベ ン・ ペ ンギ ン ル ッカ リー(14枚),オ ン グル 島北 方 測
深 地 域(3コ ー ス37枚),オ ン グル 島,昭 和 基 地(3コ
ー ス21枚)を カ メ ラ テ ス トを兼 ね 撮影 を行 った.航 空 磁
気 測 量 は29日よ り,リ ュ ツtホ ル ム 湾 の 測 量 を開 始 し12
月 分 との 合 計 は18コー ス1,950㎞とな っ た.
設 営 報 告
燃 料 消 費 内 訳 単 位4
区 分
消 費 量
馳 1残 量
11月 ・2月 ・1月1・2月
普通軽油
灯 油
14,583
LOOO
12,934
1,200
99,831
21,600
86,897
20,400
通信は各局とも良好に交信できた.年賀電報は高速度
で消化 し国際電信電話(株)との交信は,初 めて試みる12
月31日の家族通話のためのテス トを含め相当数 交 信 し
た.第15次隊留守家族と昭和基地に居る隊員 との通話は
長時間であったため後半不能となった.内陸調査で特に
目立った事としては,地 質調査のやまと山脈調査隊が明
石採集にかな りの成果をあげ,12月30目すべての調査を
終了し帰途についた.一 方サンダーコック ・ヌナターク
の再測に出かけた雪氷部門は24日,KD60雪上車がク レ
バスに落ち翌25日引き上げに成功 したが,標識がほとん
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ど埋 ま っ て お り,又,日 程 が つ ま って い るこ とか らサ ン
ダ ー コ ック ・ヌナ タ ー ク行 き を断 念 し,以 後 み ず ほ に お
い て2月 上旬 ま で第16次隊 合 同 の ボ ー リン グ を行 う予 定
で あ る.
研究談話会
当研究所には研究談話会が設けられており,昭和48年,
49年に行われたものは次のとおりである.
〈昭和48年〉
一...
10月12日永田 武 Auroral　Substorm
楠 宏 EOLE人工衛星による南極 の 氷
山の漂流調査
12月13日星合 孝男 海氷の生物群集
〈昭和49年〉
月の物理学
貞男 気象海洋会議の話題(メルボルン)
威男 第14次越冬隊の成果
文彦 氷河学校(ア ラスカ)と氷河学の
話題
佳 昆虫の凍結について
孝男 極地海洋会議の話題(モ ン トリオ
櫛 … ナーの・告 ・シア・1
ニ ュ ー ス
そのほかは第16次隊との交替をn前に して作業は順調
に進んでいる.
2月19日
5月2日
9日
22日
6月5日
19日
永田
川口
平沢
?
?
楠
111月20日
29日
12月4日
11日
川 勝.南極 ロケット観測について
平尾
(東京
)
楠
18H.島
神沼
1趣
.(理化
i究所)
南極の地震について
極低温による偏極Bi・210(RaE)
のβ線
第3回 南極生物学 シンポジウム
(ワシントン)「南極生態系におけ
る適応」
南極の氷期 と氷床の変動に関する
諸問題
}
第13回SCAR会 議(ワ イ オ ミ
ング)に つ い て
最 近 の砕 氷 船 に つ い て
南 極 のDufek岩 体 と南 ア フ リカ
の　Bushfeld岩体 に つ い て
車輌用原動機一エネルギー問題に
よせて一
各国の南極雪氷研究の現況につい
て
氷震(Icequake)について
自然電磁波
南極噸 石について[
　　　　　　　　　　　　il
」
〔極地豆辞典〕
大 気 球
大 気 球
高層気象観測用に広 く使われているゴム気 球 に 対 し
て,ポ リエチレン製で容積千立方米以上の大型のものを
特に大気球 と呼ぶ.両 者の大きな違いは材質,大 きさの
ほかにそのデザインにある.前者の完全密閉型球形に対
し,後者は尾部開放のオタマジャクシ型である.そのた
め両者の飛揚状況は全 く異なる.ゴム気球は上昇ととも
」 ㎏ 隔pl.■
'、
に際限なく膨張するので,ゴ ムの抗張力を超えた高度で
自然破壊 し落下する.一方,大 気球は頭部が満膨張に達
したあとも,余 ったガスが尾部の開孔部より逃げるため
破壊は起こらず,外気圧と浮力とが釣合った高度に数十
時間以上停留する.
大気球の大きなものでは20万立方米を超え,500kg以
上の重量物を浮遊 させることができる.大気の浮力を利
用する以上到達高度には限界(50km以ド)があるが,長
時間浮遊,打 ち上げの手軽さ,重硅,経 済性など多くの
利点を持っている.そのため高空での各種科学観測に,
ロケット,人工衛星 と粗並んで大いに利用されている.
極地ではオーロラの解明にとって欠かせない観測手段の
一つになっている.
抗張力が特別に強化されたマイラー膜で作った密閉球
型のものも大気球の一種にあげてよい.ゴ ム気球のよう
に破壊せず,し かも充填ガスの洩れば極めて少ないので
数ケ月に亘って浮遊させることができる.ゴム気球,ポ'
リエチレン気球のゼロプレッシャーに対 し,内圧が外圧
より高いことからスーパーフ.レッシャー気球とも呼ばれ,
ている.今後はこれの利用も盛んになると思われる.
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